
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  



法人概要                            （2021年 7月 1日現在） 

法人名 一般社団法人 とかち地域活性化支援機構（略称：とかち機構） 

Tokachi regional activation support organization 

代表者 松本 健春（㈱まつもと薬局・代表取締役） 

所在地 

〒080-2462 

北海道帯広市西 22条北 2丁目 23-9 十勝産業振興センター内 

電話番号：0155-67-7771 ／ FAX：0155-67-7772 

設立 2018（平成 30）年 1月 30日 

役員 
理事長(代表理事) 松本 健春（㈱まつもと薬局・代表取締役） 

副理事長     高原 淳 （ソーゴー印刷㈱・代表取締役） 

理  事     尾藤 光一 (㈱尾藤農産・代表取締役)  

松原 雅人（㈱タム・代表取締役） 

藤森 裕康（㈱藤森商会・代表取締役社長)  

大野 泰裕（㈱大野ファーム.・代表取締役） 

松田 英明（㈱ネオプロセス・代表取締役） 

         成田 孔一（㈱マリエッタ・代表取締役） 

監  事     千田 一博（帯広信用金庫・常勤理事営業推進部長） 

山本 英明（㈱山本忠信商店・代表取締役） 

専務理事・事務局長 岩本 聖史（常勤役員） 

事業年度 毎年 4 月 1日から翌年 3月 31日まで 

目的 北海道十勝地域の企業家が、地域課題解決のため、行政機関や各関係機関

からの要請に応えることで、地域の発展、地域産業活性化を目指す。 

主な事業内容 (1)地域の課題解決に関する事業 

(2)地域の活性化に関する事業 

(3)地域企業の社員教育および人材採用活動、インターンシップに関する

事業 

(4)その他、法人の目的を達成するために必要な事業 

事業費 約 4,604 万円（2020年度実績） 

会員数 正会員 49名、賛助会員 3社 

従業員数 4名（専任役員 1名含む） 

設立趣意 北海道十勝地域は日本全国の地方同様、少子高齢化や大都市への人口流出によ

る人口減少の影響を受け、今後の地域経済の舵取りが一層難しくなると考えられ

ています。 

このような環境の中、地域の産業振興および地域経済活性化のために産学官が

連携し、地域の顕在化、潜在化している課題に対応していくことが求められてい

ます。そして、地域に根ざした企業家が積極的に地域課題解決へ向けて行動する

ことが求められています。 

そこで、北海道十勝の企業家たちが政策提言し、それに応じた行政機関や関係機

関、団体から寄せられる要請に応えることで、地域経済活性化と産業振興の担い

手となるべく、ここにとかち地域活性化支援機構を設立します。 



【2021年度 活動方針】 

1.国際協力、企業の海外展開の支援に取り組みます 

2.十勝の農産品・加工品の販路開拓支援に取り組みます 

3.企業の雇用環境改善支援に取り組みます 

4.他団体、他機関との連携促進に取り組みます 

5.組織の基盤強化に取り組みます 

 

【事業の紹介】 

(1)JICA(国際協力機構)の各研修事業の受託 

◆2020年度(青年研修)「ネパール/アグリビジネス・アグリツーリズム」 

目的：農村地域におけるアグリビジネス/アグリツーリズム、6 次産業化や PR 等を通

した地方創生に係る基本的な知識を学ぶ。 
 

◆2020年度(国別研修)「カザフスタン/中小企業振興支援」 

目的：日本における中小企業支援や地域経済振興において、様々なアクターが協力して

担っている事例を視察や研修を通じて学び、カザフスタンにおける中小企業振興

につながる知見を獲得する。 
 

◆2020年度(課題別)「乳肉卵の衛生管理・品質管理に向上を通じた地域産業の振興」 

 目的：畜産食品の生産・加工・流通過程における食品衛生・品質管理を重視した取扱

いを理解することによって、畜産食品の品質の保持および食品の安全性を高める

ために必要な知識・技術が強化される。 
 

◆2019年度(課題別)「農業情報活用のための ICT技術向上」 

目的：研修参加者が、農業情報を活用するための情報処理システムや情報機器の整

備等に必要な技術を向上させる。 
 

◆2019年度(国別研修)「ボリビア/インクルーシブ・フードバリューチェーン振興のための計画策定」 

目的：1) 日本におけるFVC振興のための施策を学び、自国の状況に合わせた具体的

な取り組み案が策定される。 

2) 他国で実施されたSHEPアプローチの事例を学び、自国の状況に合わせた具

体的な取り組み案が策定される。  
 

◆2020年度(日系研修)「6次産業化、農商工連携・アグリツーリズムコース」 

    目的：6次産業化・農商工連携、アグリツーリズムにかかる知見を習得する。 

 

◆2020年度（ｷﾙｷﾞｽ国別）「生乳生産・流通に係る獣医畜産技術及びシステム改善コース」 

   目的：キルギス酪農協議会の設立に関わるワーキンググループの代表メンバーが、日

本の獣医/畜産分野に係る政策、制度、仕組み等を理解し、同協議会の設立に

向けたアクションプランを作成する。 



 

(2)行政等からの地域活性化等につながる事業の受託など 

 委託者：帯広市 

 ◆若年者地元企業定着支援事業(2019年度) 

  事業内容：①インターンシップ受入企業の名簿の監理と更新及び受入企業開拓 

②高校生向けセミナーの実施 

 

◆高齢者活力導入促進事業(2018-2020年度) 

目的：人材不足に深刻な課題を抱える企業に対して、ハローワーク等を通じて従来(フ

ルタイム等)の求人とは別に、高齢者の活用に必要な情報等を提供し、多様な働

き方を提案することで、高齢者の新たな雇用創出につなげることを目的とする。 

 

委託者：フードバレーとかち推進協議会 

 ◆フードバレーとかち産業振興支援コーディネータ事業(2020年度) 

目的：収益性の高い地産地消の実現に向け、地域特性を踏まえた十勝型グローサラン

トの構築に向けた検証のほか、大都市圏で売れる商品開発、十勝産食材を活用し

た食イベントの開催等、域外の市場に向けた販路拡大の取組み、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大を踏まえたオンライン活用による十勝ブランドの向上など、地

域産業振興に係る業務を実施する。 

 

(3)帯広地域雇用創出促進協議会の事務局業務(2018-2020年度) 

 ◆厚労省委託「生涯現役促進地域連携事業（連携推進コース）」の実施 

構成団体：帯広市、十勝総合振興局、帯広商工会議所、北海道中小企業家同友会とかち

支部、とかち財団、帯広市シルバー人材センター、帯広市社会福祉協議会、

とかち地域活性化支援機構 

 

(4)その他の活動 

 ◆tokachigauワイン研究会事務局業務(2018年度～) 

  (トカチガウ) 

 

 ◆めむろワイナリー株式会社運営支援業務（2019年度～2020年度） 

 

 ◆「北海道小麦キャンプ2021 in 十勝」実行委員会事務局業務 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 

 報道記事から見るとかち機構の活動  
(1)北海道中小企業家同友会とかち支部と連携協定締結（2018年5月11日） 

「国際協力」「中小企業の海外展開」「インターンシップ」「社員教育、人材採用活動」

「地域産品の販路開拓」などに関する課題解決について連携、協力を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：北海道中小企業家同友会とかち支

部 松本健春支部長 

右：とかち地域活性化支援機構 山本英

明理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)とかち機構が事務局を担う「トカチガウワイン研究会」が紹介  

(2018年 8月 9日,9月 30日) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆めむろワイナリーの果実酒製造免許の取得支援をさせていただきました 

（2020年 10月 2日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3)帯広市高齢者活力導入促進事業について紹介 (2018年 11月 3日) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)帯広市若年者地元企業定着支援事業のセミナーが紹介（2019年 3月 24日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(5)十勝の企業動画制作の取り組みが紹介されました(2021年 2月 16日)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(6)フードバレーとかち推進協議会の事業が特集で紹介(2019年 7月 9日) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)十勝地域を紹介するテレビ番組やＣＭ制作への協力もしています。 

◆サッポロビール・サッポロクラシックのＣＭ制作への協力 

 



◆北海道文化放送（UHB)の番組「EXILE TRIBE男旅」への協力 

 
 

◆北海道ロコ YOUTUBEチャンネル「北海道おいしいチャンネル」取材協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8)当機構が受託した JICA青年研修(スリランカ)が紹介されました 

 (2019年 9月 10日)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆JICA広報誌にて担当している研修コースが紹介されました（2019年 7月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)帯広地域雇用創出促進協議会の活動・成果紹介（当機構が帯広市と共同事務局運営） 

◆商品開発の取り組みが紹介されました(2019年 11月 15日)  

 
 



◆商品開発の取り組みが紹介されました(2020年 4月 24日)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆これまで取り組んできた事業の成果を紹介いただきました（2020年 3月 29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆2020年度より新事業として厚生労働省委託「生涯現役促進地域連携事業 

（連携推進コース）」に採択されたことが紹介されました。 

（2020年 4月 6日、8月 12日） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆協議会が開発協力した商品が地元紙一面記事を飾りました（2020年9月1日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】〒080-2462 北海道帯広市西 22条北 2丁目 23-9 十勝産業振興センター内 

フロアマップ（十勝産業振興センター） 

 
・玄関から受付前を左折した先にとかち機構・帯広地域雇用創出促進協議会の事務所があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

一般社団法人 とかち地域活性化支援機構 

 〒080-2462 北海道帯広市西 22条北 2丁目 23-9 十勝産業振興センター内 

TEL：0155-67-7771 ／ FAX：0155-67-7772 

URL：https://tokachi.biz ／ Email：info@tokachi.biz 
 


